
〈
研

究

論

文
３

〉

ピ

エ
ー

ル

ー
テ

ィ

ヤ

ー

ル

ー
ド

・

シ

ャ

ル
ダ

ン

と
賀
川

豊
彦

―
―
宇
宙
的
宗
教
思
想
を
め
ぐ
っ
て
―
―

岸
　
　
　
英
　
司

ピ
エ
ー
ル
・
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
（
一
八
八
一
―
一
九
五
五
）

と
賀
川
豊
彦
（
一
八
八
八
―
一
九
六
〇
）
は
同
時
代
人
で
あ
る
が
、
賀
川
の
著

作
の
中
に
は
テ
ィ
ヤ

ー
ル
の
名
は
出
て
こ

な
い
故

に
、
二
人

は
生
涯
の
間
互

い
に
知
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と

考
え

ら
れ
る
。
故
に
、
両
者
の
思
想
に
何
ら

か
の
類
似
性
が
あ
る
と

し
た
場

合
、
テ
ィ
ヤ
ー
ル
が
賀
川
に
影
響
を
与
え
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う

に
、
テ

ィ
ヤ
ー
ル
は
カ
ト
リ
ッ

ク
の
イ

エ
ズ
ス

会
司
祭
、
地
球
古
生
物
学
者
で
あ
り
、
賀
川
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
、

社
会
運
動
ま
で
あ

っ
た
。
私

が
両
者
の
宗
教
思
想
の
類
似
に
気

づ
き

、
そ
の

素
描
を
公
け
に
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
の
こ
と
で
あ
り
、
其
後
も
今
日
迄
両

者
の
宗
教
思

想
に
つ
い
て
の
比

較
研

究
を
公
け

に
し
て
き
た
。

テ

ィ
ヤ
ー
ル
の
進
化

論
的
宇

宙
的

宗
教
思
想

は
彼
の
著
作
集
を
は
じ
め
い

く
つ
か
の
研
究
書

の
翻
訳
等

に
よ

っ
て
日
本
で
も
か
な
り
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
賀
川

が
テ
ィ
ヤ
ー
ル
的
思
想
家
で
あ
る
こ
と

は
今
尚
多
く
の
人

の
認

め
る
所
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
賀
川
生
誕
百

年
の
年

に
当
り
、
テ
ィ

ヤ
ー
ル
の
宇
宙
的
宗
教
思
想
を
素
描
し
、
こ

れ
に
対
応
す
る
賀
川
の
宗
教
思

想

に
お
け
る
宇
宙
性
に
つ
い
て
考
え

た
い
。

一

、

テ

ィ

ヤ

ー

ル

の

宗

教

思

想

に

お

け

る

宇

宙

性

疑

い

も

な

く

テ

ィ

ヤ

ー

ル

の

思

想

と

生

涯

を

知

る

第

一

歩

は

Ｃ

・

キ

ュ

エ

ノ
の
「
テ
ィ
ヤ
ー
ル
の
生
涯
１
・
２
」
（
Ｐ
ｉ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
　
Ｔ
ｅ
ｉ
ｌ
h
ａ
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ

，
　Ｐ

ｌｏ
ｎ

，

1
9
5
8
）
で
あ
ろ
う
。

テ
ィ
ヤ
ー
ル
は
一
八
八
一
年
五
月
一
日
、
ク
レ
ル
モ
ン
、
フ
ェ
ラ
ン
市
の

西

方

七

キ

ロ

、

オ

ル

シ

ノ

村

字

サ

ル

ス

ナ

で

、

信

仰

深

い

家

庭

に

生

ま

れ

、

敬

虔

な

母

親

か

ら

信

仰

、

特

に

カ

ト

リ

ッ

ク

教

会

に

お

け

る

「

イ

エ

ズ

ス

の

聖

心

へ

の

信

心

」

を

受

け

継

ぎ

、

幼

時

か

ら

永

遠

を

求

め

、

五

歳

か

六

歳

の



時

に

は

髪

の
毛

が
火

で

焼

け

、

ま

た
七

歳

の
時

、

彼

の
大

事

に

し

て

い

た

鉄

の

ね

じ

針

に

錆

を
見

つ
け

て

、

世

界

の
偶

有

性

に
打

ち

ひ

し

が

れ

る
。

彼

の

「
変

化

し

な

い

も

の
」
、
「
不
滅

な

も

の
」

へ

の

憧

れ

は
彼

を
岩

石

に
向

か

わ

せ

る
。

岩

石

は
容

易

に

崩

壊

し

な

い

も

の
で

あ

っ
て

、

岩
石

と

の

出
合

い
こ

そ

後

の

地
球

古

生

物

学

者

を

形

成

す

る
。

高

等

学

校

時
代

に
彼

は

岩
石

に

夢

中

に

な

り
、

さ

ら

に

ジ

ャ

ー

ジ
島

で

の
哲

学

課

程

の
時

代

に

は

島

の

地
質

の

研

究

に

興
味

を
示

し

、

カ
イ

ロ
で

の
教

師
生

活

中

彼

は
中

東

砂

漠

と

出

合

う

。

彼

は

地

質

学
者

、

地
球

古

生
物

学
者

と

し
て

地
球

の
過

去

の
研

究

者

で

あ

っ

た

が

、

あ

る
時

か

ら
彼

は
地

球

と

宇

宙

の
未

来

の
研

究

者

と

な

る

。

進

化

論

は
彼

に

と

っ
て

単

な

る
仮

説

で

は

な
く

、
自

明

の
事

実

で

あ

っ
て

、
彼

は

静

的

宇

宙

（
Ｃ
ｏ
ｓ
m
oｓ
）

を
否

定

し

、

動

的

宇

宙

、

す

な

わ

ち

生

成

す

る

宇

宙

（
Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
）
を
主
張
し
た
。
さ
ら
に
進
化
し
生
成
す
る
宇
宙
と
キ
リ
ス

ト
の
受
肉
（
Ｉ
ｎ
ｃ
ａ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
聖
化
さ
れ
た
宇
宙
は
合
体

し

、
進

化

の
究

極

、

オ

メ

ガ
点

は

キ
リ

ス

ト
と

同

一

化

さ

れ

、

キ
リ

ス

ト

は

宇

宙

的

キ

リ

ス

ト
（
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉｓ
ｔ
　Ｃ
ｏ
ｓ
m
iｑ
ｕ
ｅ
）
と

な

る
。

彼

の
こ

の

進
化

論

的
宇

宙

的

宗

教
思

想

は
神

学

者

達

か

ら
そ

の

キ
リ

ス

ト
教

的

正

当

性

が

疑

わ

れ

、

幾

多

の
批

判

を

ま

ね

き

、

生
涯

に

わ

た

っ
て

、
研

究

と

発

表

は
困

難

と

な

る

。

彼
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
、
Ｊ
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
彼
の

「
現

象

学

」

は

「
科

学

」

を

超

え

て

お

り

、

彼

の
言

葉

で

言

え

ば

、
「
超

―

自

然

学

」
、
「
人

類

生

成

学

」
、
「
宇

宙

神

秘

学

」

で

あ

る

。
彼

の
方

法

論

は
あ

く

ま
で

科

学

的
で

あ

り

な

が

ら

、

彼

の
宇

宙

的

ヴ

ィ
ジ

ョ
ン

は
大

胆

に
宗

教

と
科
学
を
結
ぶ
「
超
―
科
学
」
で
あ
り
、
「
神
秘
学
」
で
あ
り
、
「
芸
術
」
で

あ

る

。

Ｃ
・
キ
ュ
エ
ノ
に
よ
れ
ぱ
、
彼
は
一
九
三
四
年
四
月
二
十
九
日
の
手
紙
の

中
で
、
「
実
際
に
は
超
自
然
学
、
あ
る
い
は
超
生
物
学
と
も
い
う
べ
き
別
種

の

形

而

上

学

を

認

め

よ

う

と

し

て

い

ま

す

」

と

述

べ

、

ま

た

一

九

三

六

年

十

月

十

一

日

の

手

紙

の

中

で

は

、

「

す

な

わ

ち

物

質

も

精

神

も

ど

ち

ら

も

一

貫

性

の

あ

る

均

質

的

な

同

一

の

世

界

観

に

包

含

さ

れ

る

よ

う

な

超

自

然

学

を

構

築

す

る

こ

と

で

す

」

と

述

べ

て

い

る

（
『

テ

ィ

ヤ

ー

ル

の

生

涯

２

』

全

集

別

巻
1
0

b
。
一
六
頁
）
。
こ
の
テ
ィ
ヤ
ー
ル
の
言
葉
は
彼
句
不
朽
の
著
作
『
現
象
と
し

て
の
人
間
』
（
Ｌ
ｅ
　
Ｐ
ｈ
ｔ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｉ
ｎ
　
（
１
９
３
８
―
１
９
４
０
）
）
に
お
い
て
実
現
す
る
。

こ

の

書

は

周

知

の

よ

う

に

科

学

的

で

あ

り

な

が

ら

科

学

を

超

え

る

。

宇

宙

に

は

物

質

と

精

神

と

い

っ

た

別

種

の

も

の

が

存

在

す

る

の

で

は

な

く

、

物

質

と

精

神

と

い

っ

た

現

象

が

存

在

す

る

に

過

ぎ

な

い

。

グ

ラ

フ

に

表

わ

せ

ば

一

本

の

線

と

な

る

。

進

化

の

流

れ

は

、

物

質

か

ら

生

命

、

生

命

か

ら

意

識

す

な

わ

ち
ヒ
ト
、
さ
ら
に
超
―
意
識
化
、
超
―
ヒ
ト
化
す
る
。

「

意

識

の

集

中

度

は

そ

の

裏

地

と

な

る

物

質

化

合

物

の

単

純

性

と

反

比

例

し

て

変

化

す

る

と

い

え

る

。

あ

る

い

は

ま

た

、

意

識

は

、

そ

の

裏

地

と

な

る

物

質

の

組

織

体

が

よ

り

豊

か

に

な

り

、

よ

り

よ

く

組

織

さ

れ

て

い

く

に

つ

れ

て

、

い

っ

そ

う

完

成

し

た

も

の

に

な

る

。

精

神

的

完

全

性

（

す

な

わ

ち

意

識

の

集

中

度

）

と

物

質

的

統

一
　

（

す

な

わ

ち

複

雑

性

）

と

は

同

一

現

象

の

結

合

さ

れ

た

二

つ

の

面

あ

る

い

は

二

つ

の

部

分

に

外

な

ら

な

い

」

（
『

現

象

と

し

て

の

人

間

』

著

作

集

１

、

五

六

頁

）
。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

の

こ

の

考

察

こ

そ

、

物

質

と

精

神

の

連

続

性

を

基

礎

づ

け

る

も

の

で

あ

る

。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

は

こ

れ

を

「

複



雑
性
―
意
識
の
宇
宙
的
法
則
」
（
Ｌ
a
 
Ｌ
o
i
　
Ｃ
ｏ
ｓ
m
i
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
ｙ
-

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
）
と
名
づ
け
、
「
宇
宙
の
構
造
軌
道
は
精
神
作
用
に
お
い
て
収
斂

す
る
」
と
す
る
（
前
掲
書
、
五
七
頁
）
。
複
雑
性
―
意
識
の
法
則
に
よ
っ
て
、

物

質

は

生

命

化

し

、

生

命

は

意

識

化

す

る

。
「
生

命

と

は

物

質

の

一

つ

の

付

帯

現

象

で

あ

る

。

そ

れ

は

ま

さ

に

、

思

考

が

生

命

の

一

つ

の

付

帯

現

象

で

あ

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
（
『
自
然
に
お
け
る
人
間
の
位
置
』
（
L
'
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｉ
ｅ
　
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｉ
ｎ
｝

著
作
集
２
、
一
七
―
一
八
頁
）
。
生
命
と
は
「
複
雑
化
し
た
物
質
の
特
異
的
効

果
」
（
前
掲
書
、
二
四
―
二
五
頁
）
で
あ
り
、
意
識
は
「
宇
宙
を
構
成
す
る
す

べ

て

の

粒

子

体

に

共

通

の

普

遍

的

な

特

性

」

で

あ

る

と

さ

れ

る

（
『
人

間

の

未

来
』
（
Ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
l
'
Ａ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｒ
）
著
作
集
７
、
一
六
〇
頁
）
。
テ
ィ
ヤ
ー
ル
に

よ

れ

ば

、

こ

の

複

雑

化

は

一

定

方

向

へ

向

う

も

の

で

あ

っ
て

、

そ

れ

故

、

テ

ィ

ヤ

ー

ル

は

定

向

進

化

論

者

で

あ

る

。
「
定

向

進

化

な

く

し

て

は

、

生

命

は

単

に

広

が

る

だ

け

で

あ

っ

た

だ

ろ

う

。

定

向

進

化

に

よ

っ
て

、

生

命

の

上

昇

が

否

応

な

し

に

行

わ

れ

る

の

で

あ

る

」
（
『
現

象

と

し

て

の
人

間

』

一

一
八

頁

）
。

物
質
か
ら
生
命
、
生
命
か
ら
意
識
―
ヒ
ト
に
ま
で
到
達
し
た
進
化
の
特
質

と

は

何

で

あ

ろ

う

か

。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

に

よ

れ

ば

、

そ

れ

は

ヒ

ト

の

「
思

考

力
」
で
あ
る
。
人
間
の
本
質
は
「
自
己
の
知
る
こ
と
を
知
る
」
―
自
己
省
察

的

力

で

あ

る

。

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

的

省

察

的

動

物

で

あ

る

に

と

ど

ま

ら

ず

、

知

る

こ

と

を

知

る

二

次

函

数

的

意

識

を

も

っ

た

存

在

―

こ

れ

が

人

間

で

あ

る

（
『
ヒ
ト
の
出
現
』
著
作
集
３
、
三
一
二
頁
及
び
『
人
間
の
未
来
』
一
六
四
頁
参
照
）
。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

は

ス

コ

ラ

神

学

者

で

は

な

く

、

む

し

ろ

科

学

者

で

あ

っ

て

、

超

科

学

で

あ

る

「
宇

宙

自

然

学

」

の

創

始

者

で

あ

り

な

が

ら

、

人

間

の

本

質

を

「

省

察

的

意

識

」

（

Ｌ
ａ

　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ

ｉｅ
ｎ
ｃ
ｅ

　
Ｒ

ｅ

ｆ
ｌｅ
ｃ
ｔ
ｉｖ

ｅ

）

に

お

い

た

こ

と

に

よ

っ

て

、

プ

ロ

テ

ィ

ノ

ス

か

ら

プ

ロ

ク

ロ

ス

に

至

る

ギ

リ

シ

ア

哲

学

の

人

間

理

解

「

自

己

自

身

に

帰

る

こ

と

の

で

き

る

も

の

」

か

ら

、

さ

ら

に

ト

マ

ス

・

ア

ク

ィ

ナ

ス

に

お

い

て

、

霊

魂

不

滅

の

根

拠

の

ひ

と

つ

と

さ

れ

た

「

知

性

は

知

性
自
身
を
認
識
す
る
」
（
i
n
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｕ
ｓ
　
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
　
ｓ
ｅ
）
（
Ｓ
ｅ
ｎ
ｔ

．
Ｌ
ｉ
ｂ
　
Ｉ
Ｉ
,
　
ｄ
ｉ
ｓ．

１
９
,
　
ａ
．
　
１
)
と
い
う
人
間
理
解
の
伝
統
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で

き

る

。

ヒ

ト

は

進

化

の

究

極

で

は

な

く

、

い

ま

尚

進

化

の

途

中

に

あ

る

。

進

化

の

究

極

は

オ

メ

ガ

点

と

よ

ば

れ

、

こ

の

オ

メ

ガ

点

は

存

在

し

、

キ

リ

ス

ト

と

同

一

化

さ

れ

る

。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

に

よ

れ

ば

、

オ

メ

ガ

点

が

存

在

し

な

け

れ

ば

オ

メ

ガ

点

へ

の

意

欲

は

存

在

し

得

ず

、

キ

リ

ス

ト

は

オ

メ

ガ

点

で

あ

る

故

に

、

す

べ

て

の

も

の

の

中

に

到

達

可

能

な

必

然

的

存

在

と

し

て

存

在

し

、

キ

リ

ス

ト

は

進

化

を

つ

か

さ

ど

る

者

と

な

る

（
『

科

学

と

キ

リ

ス

ト

』

（

Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

　ｅ
ｔ

Ｃ

ｈ
ｒ

ｉ
ｓ
ｔ
）

著

作

集

９

、

八

三

頁

、

二

三

〇

頁

参

照

）

。

彼

の

こ

の

主

張

は

科

学

と

宗

教

を

結

ぶ

壮

大

な

ヴ

ィ

ジ

ョ

ン

で

あ

る

が

、

科

学

者

か

ら

は

そ

こ

ま

で

つ

い

て

行

け

な

い

と

い

う

批

判

、

ま

た

神

学

者

か

ら

は

彼

の

キ

リ

ス

ト

論

の

正

統

性

を

疑

わ

し

め

る

原

因

と

も

な

っ

た

。

し

か

し

彼

は

こ

れ

こ

そ

キ

リ

ス

ト

教

の
特
質
―
宇
宙
性
で
あ
り
、
自
己
の
宇
宙
的
宗
教
思
想
の
正
統
性
を
証
し
す

る
も
の
と
し
て
、
ヨ
ハ
ネ
と
パ
ウ
ロ
、
特
に
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
引
用
す
る
。

「
万
物
は
彼
に
お
い
て
存
在
し
」
（
コ
ロ
サ
イ
一
の
一
七
）
、
「
万
物
は
キ
リ

ス
ト
に
お
い
て
満
た
さ
れ
」
（
コ
ロ
サ
イ
ニ
の
一
〇
、
エ
フ
ェ
ソ
四
の
九
参
照
）
、

そ

の

結

果

、

「

す

べ

て

に

お

い

て

す

べ

て

で

あ

る

キ

リ

ス

ト

だ

け

が

お

い

で



に

な

る

」

（

コ

ロ

サ

イ

三

の

一

一

）

彼

の

オ

メ

ガ

点

と

キ

リ

ス

ト

と

の

同

一

化

に

よ

っ

て

、

す

べ

て

の

人

間

の

す

べ

て

の

行

動

は

宗

教

的

意

味

を

も

つ

に

至

る

の

で

あ

る

。

な

ぜ

な

ら

、

進

化

に

よ

る

自

然

的

世

界

の

収

斂

と

キ

リ

ス

ト

に

よ

る

宇

宙

の

完

成

が

別

の

も

の

で

な

い

と

す

れ

ば

、

す

べ

て

の

人

間

の

す

べ

て

の

努

力

は

キ

リ

ス

ト

の

た

め

、

ま

た

人

間

が

受

け

と

る

す

べ

て

の

事

は

キ

リ

ス

ト

に

よ

る

も

の

と

な

る

（

Ｑ

ｕ

ｉ
ｄ
ｑ
ｕ

ｉ
ｄ

　
ｐ

ａ

ｔ
i
m

ｕ

ｒ

，
　
Ｃ

ｈ
ｒ

ｉｓ

ｔ
ｕ
m

　ｐ

ａ

ｔ
i
m

ｕ

ｒ

；

　

Ｑ

ｕ

ｉ
ｄ
ｑ

ｕ

ｉ
ｄ

　
ａ

ｇ

ｉｍ

ｕ

ｓ

，
　
Ｃ

ｈ
ｒ

ｉｓ

ｔ
ｕ
m

a
g
i
m
u
s
.
 
"
F
o
ｒ
m
a
　
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
”
参
照
)
。

す

べ

て

の

人

間

の

す

べ

て

の

努

力

は

宇

宙

生

成

、

キ

リ

ス

ト

生

成

へ

の

参

与

に

外

な

ら

な

い

。

宇

宙

に

は

目

的

が

あ

り

、

そ

の

目

的

が

宇

宙

意

識

と

し

て

現

わ

れ

働

き

か

け

て

く

る

。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

は

宇

宙

の

奥

深

い

所

に

あ

る

超

越

的

力

を

「

宇

宙

意

識

」

（

Ｌ

ａ

　
Ｃ

ｏ

ｎ

ｓ

ｃ

ｉ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ

　

Ｃ

ｏ

ｓ
m
i

ｑ

ｕ

ｅ

）

と

よ

ぶ

。

「

私

は

せ

っ

せ

と

さ

が

し

求

め

た

あ

げ

く

全

体

を

発

見

し

た

の

で

は

な

い

。

む

し

ろ

全

体

の

ほ

う

が

、

一

種

の

『

宇

宙

的

意

識

』

を

と

お

し

て

、

私

の

ま

え

に

現

わ

れ

の

し

か

か

っ

て

き

た

の

だ

」

（
『

科

学

と

キ

リ

ス

ト

』

七

〇

頁

）

。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

に

お

い

て

宗

教

と

は

こ

の

宇

宙

意

識

へ

の

目

ざ

め

に

外

な

ら

な

い

。

進

化

を

主

張

し

た

テ

ィ

ヤ

ー

ル

に

お

い

て

創

造

（

Ｃ

ｒ

ｅ

ａ

ｔ

ｉ
ｏ

）

と

は

何

で

あ

ろ

う

か

。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

は

創

造

を

否

定

せ

ず

、

創

造

に

特

別

の

意

味

を

与

え

た

。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

の

独

創

性

は

進

化

と

創

造

を

結

び

つ

け

た

事

で

あ

る

。

彼

に

よ

れ

ば

、

創

造

と

は

進

化

す

る

宇

宙

の

中

で

の

結

合

で

あ

る

「

創

造

的

結

合
」
（
l
'
u
n
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｃ
ｒ
e
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
）
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
無
で
あ
る
多
様
性
が

「

一

」

に

統

合

さ

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

神

の

創

造

は

ま

さ

に

進

化

を

通

し

て

な

さ

れ

る

の

で

あ

る

が

、

こ

の

創

造

的

結

合

こ

そ

は

ま

た

プ

レ

ロ

マ

化

（
ｌａ

Ｐ
ｌ
ｅ
ｒ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
に
外
な
ら
な
い
。

進

化

と

は

時

間

と

空

間

に

お

け

る

創

造

の

プ

ロ

セ

ス

で

あ

っ

て

、

キ

リ

ス

ト

は

進

化

の

頂

上

、

中

心

で

あ

る

。

「

彼

は

ア

ル

フ

ァ

で

あ

る

と

同

時

に

オ

メ

ガ

で

あ

り

、

第

一
原

因

で

あ

る

と

同

時

に

究

極

で

あ

り

、

土

台

石

で

あ

る

と

同

時

に

要

石

で

あ

り

、

充

満

で

あ

る

と

同

時

に

充

溢

さ

せ

る

も

の

で

す

」
（
『
科

学

と

キ
リ

ス

ト

』

五
七
―
五
八
頁
）
。

創
造
的
結
合
―
プ
レ
ロ
マ
化
は
結
局
「
結
合
に
向
う
変
容
」
（
ｕ
ｎ
ｅ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
-

ｆ
ｏ
ｒ
m
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
）
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
量
的
充

満

で

あ

り

質

的

完

成

で

あ

る

。

被

造

物

は

神

に
何

ら

完

全

性

を

付

け

加

え

る

こ

と

な

く

、

し

か

も

神

で

あ

る

一

者

が

被

造

物

で

あ

る

多

と

融

合

す

る

こ

と

で
あ
る
（
『
神
の
く
に
』
（
Ｌ
ｅ
　
Ｍ
ｉ
ｌ
ｉ
ｅ
ｕ
　
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
）
著
作
集
５
、
一
一
五
頁
参
照
）
。
彼

の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ム
は
宇
宙
的
歓
喜
を
も
た
ら
す
。
被
造
物
の
も
つ
完
全
性

と

神

の

完

全

性

の

融

合

、

プ

レ

ロ

マ

の

理

解

は

パ

ウ

ロ

的

な

も

の

で

あ

り

、

神

学

的

に

誤

っ

て

い

な

い

と

言

う

こ

と

が

で

き

る

。

彼

の

主

張

は

上

昇

神

秘

主

義

と

言

え

よ

う

。

以

上

テ

ィ

ヤ

ー

ル

の

宗

教

思

想

に

お

け

る

宇

宙

性

の

考

察

に

よ

っ

て

、

彼

が

科

学

と

宗

教

、

進

化

論

と

神

秘

主

義

を

結

び

つ

け

た

人

で

あ

る

こ

と

が

明



ら
か
で
あ
る
。
テ
ィ
ヤ
ー
ル
は
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
科
学
思
想
と
神
秘
思

想

の
結
合

を
予
測

し

た

が
（
Ｃ
・
キ
ュ
エ
ノ
『
テ
ィ
ヤ
ー
ル
の
生
涯
２
』
三
一
〇

頁
参
照
）
、
彼

は

こ

れ

を
「
神
秘

の
真

の
科
学
」
、
「
神
秘
神
学
」
と

呼

び
、

「
芸
術
」
と
呼

ん
だ
の
で
あ
る
。

「
い

っ
さ
い
を
つ
ら
ぬ
く
キ
リ
ス
ト
の
科
学
、
す
な
わ
ち
神
秘

の
真
の

科
学

の
み
が
唯
一
の
課
題

で
あ
る
と
い
う
確
信
が
、
内
的

に
ま
す
ま
す

強
ま
る

の
を
感
じ
ま
す
」
（
『
旅
の
手
紙
』
著
作
集
４
、
五
四
頁
）
。

「
と
も
あ
れ
神
秘
神
学
は
偉
大

な
科

学
で
あ
り
、
偉
大
な
芸
術
で
あ
り
、

人
間
の
活
動
の
他
の
形
式

に
よ

っ
て
蓄

積
さ
れ
た
富
を
綜
合
し
う
る
唯

一
の
力
で
す
」
（
前
掲
書
、
五
五
頁
）
。

二

、

賀
川

豊
彦

の
宗

教
思

想

に

お
け

る
宇

宙

性

賀
川
豊
彦
は
一
八
八
八
年
七
月
十
日
神
戸
で
生
れ
、
郷
里
の
徳
島
の
田
舎

で
育
っ
た
。
彼

は
終
生
自
然
を
讃
え
る
「
自
然
詩
人
」
で
あ
っ
た
。
幼
年
時

代

よ
り
の
自

然
へ
の
興
味

は
や
が
て
彼

の
科
学
へ
の
関
心
と
し
て
成
長

し
た

よ
う
に
思

わ
れ
る
。
彼

は
テ

ィ
ヤ
ー
ル
の
よ
う
な
科
学
者
で
は
な
か
っ
た
が
、

科
学
の
愛
好
者
で
あ
っ
た
。
戦
後
『
文
芸
春
秋
』
誌
の
特
集
「
日
本
の
一
〇

〇
人
」

に
現

わ
れ
た
賀
川
の
写

真
は
幾
多
の
洋
書
を
背
景
に
、
大
部

の
地
質

学
の
英
語

の
書
物

に
手
を
お
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
今
日
賀
川

豊
彦
記
念
・

松
沢
資
料
館
に
は
彼
が
生
前
集
め
た
鉱
石
標
本
が
保
管
さ
れ
て
い
て
、
こ
の

こ
と

は
彼

の
岩
石
、
地
質

学
へ
の
特
別

の
関

心
を
示

す
も
の
と
言
え
る
。
彼

が
医

学
に
つ
い
て
も
深

い
関
心

を
持

っ
て
い

た
こ
と

に
は
、
日
野
原
重
明

氏

の
興
味
深
い
証
言
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
て
か
ら
、
神
学
校
に
学

ん
だ
彼

は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
古
生
物
学
を
学

び
、
進
化
論

を
受
け
入

れ

、
生
涯
の
早

い
時
期
か
ら
科
学
と
宗
教
の
調
和

を
心
が
け
る
。
彼

が
進
化

論

を
受
け
入
れ
た
結
果
、
そ
の
影
響
は
彼

の
信
仰

を
は
じ
め
、
彼

の
思
想
と

活
動
の
全
分
野
に
及
ん
で
い
る
。
彼
の
講
演
集
で
あ

る
一
九
三
〇
年

の
『
神

に
就
て
の
瞑
想
』
は
当
時

の
宗
教
書
と
し
て
は
め
ず

ら
し
く
、
進
化
論
と
創

造
論
、
科
学
と
宗
教

の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
彼

は
科
学
と
宗
教

が
衝
突
す

る
と
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、
一
、
信
仰
と
知
識
の
衝
突
、
二
、
信
仰
と

知
識
が
局

部
的

の
も
の
と
な
り
、
相

互
に
交

渉
を
も
た
な
い
こ
と
、
三
、
両

者
の
態
度

及
び
方
式
の
ち
が
い
、
す
な
わ
ち
宗
教
は
過
去
へ
、
科
学

は
未
来

へ
と
い
っ
た
傾
向
等
を
あ
げ
て
い
る
。
賀
川

に
と

っ
て
生
命
と
物
質
、
演
繹

論
と
帰
納
論
、
目
的
論
と
機

械
論
と

は
矛
盾
せ
ず
、
宗
教
と
科
学
の
調
和

す

る
理
由
と
し
て
、
両
者
に
合
目
的
性

の
あ

る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
鍵
は
進

化
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
（
『
神
に
就
て
の
瞑
想
』
全
集
３
、
一
〇
―
二
四

頁
参
照
）。

賀
川

は
晩
年

『
宇
宙
の
目

的
』
全
集
1
3（
一
九
五
六
）
に
お
い
て
、
宇
宙
に

お
け

る
進
化
を
認
め
、
生

成
す
る
宇
宙
、
人
格
化
す
る
宇
宙
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
公
け

に
し
た
。
彼
の
宇
宙
思
想

の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
こ
の
著
作
は
日

本

の
神
学
者
、
思

想
家
か
ら
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
い
く
つ

か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
、
こ
の
著
作
に
は
種

々
の
科
学
的
論
述

は
あ

る
も
の
の
科
学
の
書
で
は
な
く
、
「
超
―
科
学
」
の
宇
宙
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で

あ

る
こ
と
、
二
、
多

く
の
読
者
は
賀
川
が
持

っ
て
い

た
程
の
自
然
科
学

の
知



識

を
持

た
な
い
こ

と
、
三

、
宇
宙

の
進
化
論
的
理
解
へ
の
関
心
に
欠
け

る
こ

と

等
で
あ
る
。
彼

の
宇
宙
思
想

は
「
進
化
論
的
創
造
論
」
と
言

う
べ
き
で
あ

つ

て

、

彼

は

テ

ィ

ヤ

ー

ル

と

同

じ

く

定

向

進

化

論

者

で

あ

る

。

彼

は

進

化

の

法

則

を

「

選

択

の

複

雑

性

」

に

お

い

て

い

る

。

物

質

は

複

雑

性

を

増

し

、

集

中
し
な
け
れ
ば
生
命
化
し
な
い
こ
と
は
テ
ィ
ヤ
ー
ル
の
主
張
し
た
所
で
あ
る

が

、

賀

川

に

よ

れ

ば

、

宇

宙

に

は

自

然

選

択

律

が

存

在

し

、

物

質

は

生

命

を

作
り
出
す
と
い
う
定
向
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
掲
書
、
二
九
八
頁
参

照

）
。

彼

は

「
法

則

の

集

中

体

と

し

て

の

生

命

」

に

つ

い

て

語

っ

て

い

る

。

「
有

機

化

学

の

世

界

に

お

い

て

、

固

体

、

液

体

、

気

体

、

磁

力

、

電

気

、

放

射

能

の

六

つ

が

常

温

に

お

い

て

容

易

に

一

点

に

集

中

し

う

る

。

こ

の

可

能

性

が

約

束

と

し

て

与

え

ら

れ

た

か

ら

生

命

体

が

可

能

に

な

っ

た

の

で

あ

る

」

（
前

掲

書

、

三

六

七

頁

）
。

賀

川

に

よ

れ

ば

、

合

目

的

性

の

存

在

が

、

物

質

か

ら

生

命

を

一

度

限

り

誕

生

さ

せ

た

も

の

で

あ

っ

て

。

そ

れ

は

自

然

環

境

の

適

応

性

で

あ

り

、

偶

然

で

は

な

く

、
「
先

験

的

な

目

的

性

」

で

あ

る

。

こ

の

彼

の

主

張

に

よ

っ

て

、

テ

ィ

ヤ

ー

ル

に

お

い

て

と

同

じ

く

、

超

自

然

は

排

除

さ

れ

て

い

な

い

と

考

え

る

べ
き
で
あ
る
。
テ
ィ
ヤ
ー
ル
の
「
複
雑
性
―
意
識
の
法
則
」
に
対
応
す
る
も

の
は
賀
川
に
お
け
る
「
選
択
の
複
雑
性
―
選
択
律
」
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
ｐ
ｌ
ｅ
）

で

あ

る

。

「

選

択

の

発

生

は

、

あ

る

こ

と

の

『
始

』

で

あ

り

、
『
選

択

』

そ

の

も

の

が

変

化

と

決

定

を

あ

る

約

東

を

も

っ

て

組

み

合

わ

せ

た

も

の

で

あ

る

。

物

理

的

選

択

か

ら

化

学

的

選

択

へ

と

進

み

、

さ

ら

に

、

そ

れ

ら

が

生

命

の

世

界

に

発
展

す
る
と

、
選
択
性
が
一
層
複
雑

に
な
る
。
す
べ
て
の
物
理
的
選
択
の
上

に
、
生
化
学
的
選
択

が
加
わ
り
、
さ
ら
に
生
理
的
選
択
性
を
加
重
し
な
け
れ

ば

、
生
命
現

象
は
出
現
し
な
い
の
で
あ

る
」
（
前
掲
書
、
二
九
九
頁
）。
賀
川

に

よ
れ
ば
「
選

択
の
複
雑
性
」
こ
そ
が
物
質

か
ら
生
命
、
生
命
か
ら
意
識
、
心

に
到

達
せ
し

め
る
原
理
で
あ
る
。
先
験
選
択

に
よ
る
先
験
選
択
性
の
直
観
と

い
う
の
は
、
人
間

の
自
意
識
に
よ
る
自
己
認
識
、
彼

の

表
現

で

は
「
『
我
』

な
る

『
目
的
格
』
存
在
の
自
意
識

に
到
達

す

る
先
験
選
択
の
終
極

へ

の

到

達
」
（
前
掲
書
、
四
四
六
―
四
四
七
頁
参
照
）
と
言

わ
れ
て
い
る
。
彼

は
「
『
我
』

の
世
界

は
、
そ
れ
自
身
が

『
主
体
』

で
あ
り
、
そ
れ
自
身
が

『
目
的
格
』
を

も
つ
認
識

の

『
客
体
』
で
あ
る
」
（
前
掲
書
、
四
四
七
頁
）
と
言

っ
て
い
る
が
、

こ

れ
は
自
意
識

が
主
体
で
あ
り
な
が
ら
客
体
、
目
的
格
存
在
と
い
う
こ
と
で

テ
ィ
ヤ
ー
ル
の
言

う
省
察
的
自
己
を
意

味
し
て

い
る
と
解
せ
ら
れ
る
。

テ
ィ
ヤ

ー
ル
に
お
い
て
、
宇
宙
は
人
格
化

す
る
宇
宙
で
あ
り
、
そ

の
究
極

は
人
格
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
賀
川

も
ま
た
宇
宙
進
化

の
頂
点

は
人
格
で
あ

る
と
言
う
。
そ
れ
故
、
両
者

は
と
も
に
宇
宙
人
格
主
義
者
で
あ
る
。
賀
川

は

『
宇
宙
の
目
的
』
の
三
二
年
前
す
で

に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。

「
進
化
が
あ
る
と
云
ふ
も
の
は
、
神
が
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な

ぜ
な
れ
ば
、
た
だ
ひ
と

り
神

は
進
化
の
力
そ
の
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ

る
。
人
格
と
云
ふ
不
思

議
な
内
部
実
在
は
不
変
と
変
化

の
両
極
端
を
統

一
し
、
成
長
と
法
則
、
経
験
と
記
憶
と
、
内
在
と
超
越
を
統
合
す
る
。

人
格

は
宇
宙
進
化
の
最
後

の
頂
点

で

あ

る
」
（
『
愛
の
科
学
』
全
集
７
、
二

〇
八
頁
）
。



賀
川
に
お
い
て

、
オ
メ
ガ
で
あ

る
キ
リ

ス
ト
と
言
う
言

葉
は
見
当

ら
な
い
。

し
か
し
、
彼
に
お
い
て

、
キ
リ

ス
ト
は
宇
宙
的
存
在
者
で
あ
り
、
宇
宙

の
回

復
者
、
完
成
者

で

あ

る
（
『
永
遠
の
再
生
力
』
全
集
４
、
三
五
八
頁
参
照
）。

テ
ィ

ヤ
ー
ル
に
お
い
て

は
オ

メ
ガ
点
と

キ
リ

ス
ト
が
同
一
化
さ
れ
た
こ
と

に
よ

っ

て
、
人
間
の
す
べ
て

の
行
動

が
宇
宙
的
拡

が
り
を
持
つ
に
至

っ
た
が
、
賀
川

に
お
い
て
も
、
人
間

の
行
動

は
宇
宙
的
拡

が
り
を
持
ち
、
彼

は
全
宇
宙

の
連

帯
意
識
を
呼
び
か
け
る
。
「
創
造
性

、
保
存
性
、
修
繕
性

を
、
科

学

に

お

い

て
、
道
徳
に
お
い
て
、
芸
術

に
お
い
て
、
即
ち
、
真
、
善

、
美

に
お
い
て
個

人
的
に
完
成
す
る
の
み
な

ら
ず
、
社
会
的

に
宇
宙
的
に
完
成
す
べ
き
も

の
で

あ
る
。
…
…
も

っ
と
も

っ
と
大
き
い
宇
宙
連
帯
意
識
を
も
た
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
そ
し
て
人
類
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
動
物

、
植
物

を
も
含

め
た
全
宇

宙

の
連
帯
意
識
が
発
達

し
な
い
と

人
類
は
進
歩
で

き

な

い
」
（
前
掲
書
、
三
五

三
頁
）
。

賀
川

は
テ
ィ
ヤ

ー
ル
と
同

じ
く
宇
宙
に
目
的
を
認
め
る
宇
宙

目
的
論
者
で

あ

る
。
「
自
然
界

に
は
ぐ
く

ま
れ
生
ま
れ
出
た
生
命

は
、
い

ま
や

生
命

の
内

部

に
創
作
意
欲
を
持

つ
合
目
的
性
の

『
心
』
と
し
て
誕

生
し
た
。

そ
し

て
こ

の

『
心
』
を
持

つ
合
目

的
性
が
、
『
宇
宙
目
的
』
の
方

向
性

を
指
向

す

る
も

の
で
あ
る
と
断
定

で
き
な
い
で

あ
ろ
う
か
？
　
私

は
宇
宙

の
包
蔵

す
る
機

構

が
、
多
項
式
、
高

次
元

の
適
合
性
の
組
み
立
て

に
よ
っ
て
、
適

合
性
の
頂

点

で
あ
る
合
目
的
性
の

『
心
』
を
生
み
出
し
た
以

上
、
宇
宙

の
根
底

に
、
合

目

的
性
の
本
質
と
し
て
の

『
心
』
の
あ
る
こ
と
を

肯
定

し

て

よ

い
と

思

う
」

（『
宇
宙
の
目
的
』
二
九
五
頁
）
。
彼

は

す

で

に
一
九
三
六
年

の
『
生
命
宗
教
と

生

命

芸

術

』

の
中

で

、

こ

の
論

理

―

す

な
わ

ち

、
人

間

が
人

格

、

心

な

ら

、

人

間

を
生

み

出

し

た
こ

の
自

然

、

宇

宙

も
心

つ
ま

り
人

格

的

自

然

、

人

格

的

宇

宙

で
あ

る
と

い

う

主

張

を

し

て

い

る

。
賀

川

に

よ

れ

ば

「
一

、

宇

宙

に

は

目
的

が
あ

る
、

二

、

宇

宙

の
目

的

は

『
生

命

』

の
方

向

に
向

い
て

い

る

。

三

、

『
生

命

』

の
目

的

は

『
心

』
（
意

識

）

の

ほ
う

に

向

い

て

い

る
。

四

、

個

性

の

心

は
社

会

的

組

み

立

て

の

ほ

う

に

向

い
て

い

る

。

五

、
そ

の
組

み

立

て

の

社

会
的

『
心

』

は

歴

史

的

進

化
発

展
と

宇

宙

意

識

の
覚

醒

の
途

上

に

あ

る

。

六

、
そ

れ

は
宇

宙

の
創

造

進

化

を
可

能

な
ら

し

め

る
精

神

の
助

力

を

待

つ

方

向

に
向

い

て

い

る
」
（
前
掲
書

、
四
五
三
頁
）
の
で

あ

る

。

テ

ィ

ヤ

ー

ル
の

創

造

論

は

創
造

的

結

合

で

あ

っ
た

が

、
賀

川

は

い

わ

ば

「
無

」

で

あ

る

多

様

性

が

、

創
造

と

い

う

絶

対

性

に

よ

っ
て

総

合

さ

れ

、

「
一
元
」
の
も
の
と
な
る
と
こ
ろ
に
真
の
創
造
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る

（
前
掲
書
、
四

二
四
頁

参
照
）
。

テ

ィ

ヤ

ー

ル
に

お

い

て

「
創

造
的

結

合

」

と

「
受

肉
」

と

「
贖

罪

」

は

結

合

し

て

い

た
が

、

賀

川

に

お

い

て

、

キ

リ

ス

ト

の
受

肉

に
よ

る
再

創

造

、

再

進
化
、
修
繕
は
キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
で
あ
り
、
多
様
な
る
も
の
の
一
元
化
―
テ

ィ

ヤ

ー

ル

の
い

う

プ

レ

ロ

マ
化

に

外

な

ら
な

い

の
で

あ

る
。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

は
地

球

の
全

未

来

を

未
来

へ

の
人
間

の

信
仰

の
目

ざ

め
と

共

感

（
ｌａ
　ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ａ
ｔ
ｈ
ｉｅ
）

に

お
い

た

が

、
賀

川

は
人
間

の

宇
宙

意

識

へ

の
目

ざ

め
と

宇

宙

的

連

帯

に

お

い

た

の
で

あ

る

。

テ

ィ

ヤ

ー

ル

は

『
現

象

と

し

て

の

人
間

』

の
中

で

、
自

己

の
宇

宙

的

ヴ

ィ

ジ

ョ
ン

を

「
宇

宙

劇

」
（
ｌｅ
　ｄ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ
　ｃ
ｏ
ｓ
m
iｑ
ｕ
ｅ
）

と

呼

ん

だ

が

、
賀

川

も

ま



た
彼

の

『
宇
宙
の
目

的
』
の
中
で
、
自
己
の
宇
宙
的

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
「
宇
宙

の
一
大
演
出
」
、
「
宇
宙
の
演
出
せ

ん
と
す
る
芝
居
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

賀
川

に
と

っ
て
そ

れ
は
「
宇
宙
芸
術
の
味
わ
い
方
」
（
前
掲
書
、
二
九
一
頁
）
に

外

な
ら
な

か
っ
た
。

テ
ィ
ヤ

ー
ル
は
『
現
象
と
し
て

の
人
間
』

の
中
で
、
た
だ

″見

る
こ
と

″

に
徹
し
、
賀
川
も
ま
た
『
宇
宙
の
目
的
』
の
中
で
宇
宙
劇
の
観
客
で

あ
り
役

者

で
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

テ
ィ

ヤ
ー
ル
も
賀
川

も
人
間

の
宇
宙
意
識

の
目
ざ

め
こ
そ
、
進
化

を
お
し

す

す
め
る
も
の
と
し
た
が
、
ま
た
同
時
に
宇
宙
意
識

の
働
き
か
け

、
超
自
然

は
排
除
し
な
か
っ
た
。
二
人
の
立
場
は
い
わ
ば
超
自
然
に
開
か
れ
た
意
識
目

的
論

と
言

う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

賀
川
は
テ
ィ
ヤ
ー
ル
と
同
じ
く
地
球
と
宇
宙
の
未
来
に
楽
観
的
で
あ

る
。

「
私

は
世
界

苦
の
存
在

を
否
定
す
る
も

の
で

は
な
い
。
し
か
し

、
そ

の

世
界

苦
の
み
を
み
て
、
宇
宙

の
美
し
い
方
面
、
ま
た
そ
の
宇
宙
悪

を
補

修
せ

ん
と
し
て
い
る
宇
宙
意
志

の
動
い
て
い

る
こ
と
を
否
定

す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
思
う
」
（
前
掲
書
、
四
五
二
頁
）。

賀

川
は
テ
ィ
ヤ

ー
ル
と
同
じ
く

「
宇
宙
感
覚
」

の
宗
教
思
想
家
で
あ
る
。

彼

に
と

っ
て
「
科
学
」

は
「
理
念

の
宗
教
」
、
「
天
啓

の
一
部
」
に
外

な
ら
ず
、

「
科
学
」

は
遂
に
「
芸
術
」
で
あ

り
「
愛
」

に
外
な

ら
な
い
。

「
科
学
は
私

の
魂
の
芸
術
で
あ

る
。
そ

れ
は
神

が
私
の
為
に
啓
示

し
て

く
れ
る
真
理
の
芸
術
で

も
あ

る
。
科
学

に
よ

っ
て
、
私

は
ど
れ
ほ
ど
強

く
。
宇
宙
意
志
に
よ

っ
て
愛
せ

ら
れ
て

ゐ
る
か
を
知
る
。
新
し
き
生
命

宗

教

に
取

っ
て

は

『
科

学

』

は
そ

れ

自

身

が
最

も
大

き

な

慰

め

で
あ

り

、

愛

で

あ

る

」
（
『
愛
の
科
学
』
一
九
二
頁
）
。

テ

ィ

ヤ

ー

ル
と
同

じ

く

、
賀

川

に
と

っ
て

、

宇

宙

は
進

化

す

る

宇

宙
で

あ

り

、
意

識

化

す

る

宇

宙

の

中

で

、

人
間

の
意

識

の

目

ざ

め
こ

そ

宗

教

で

あ

る

。

「
進

化

せ

ん
と

す

る

宇

宙

の

意
志

は
人

間

を

貫

ぬ

い
て

進

化

せ

ね

ば

な

ら

な
い

。

そ

し

て

宗

教

と

は

、
こ

の
宇

宙

意

志
と

自

分

の

関

係

を

、
明

確
に
決
め
て
、
宇
宙
意
志
の
進
化
の
方
向
に
、
自
分
が
誤
ら
ざ
る
道
を

辿

る
こ

と

に

あ

る

」
（
『
暗
中
隻
語
』
全
集
2
2、
九
一
頁
）
。

神

は
宇

宙

の

創

造

者

で

あ

る

の

み

な

ら

ず

、
宇

宙

の
維

持

者

で

あ

り

、

宇

宙

の
進

化

者

で

あ

る

。

「
神

が

生

命

と

し

て

、
内

と
外

に
充

ち
満

つ

る

絶
対

の
価

値

の

創

造

者

で

あ

り

、

維

持

者

で

あ

り

、

進
化

者

で

あ

る

こ

と

を

知
る

こ

と

に

依

っ

て

、
初

め
て

迷

わ

ざ

る
こ

と

が
出

来

る
」
（
前
掲
書
、
七
三
頁
）
。

賀

川

に

お
い

て

、

宇

宙

の

進

化

を

推

進

す

る
力

は
、

テ

ィ
ヤ

ー

ル

に
お

い

て
と

同

じ
く

キ
リ

ス

ト

で

あ

る

。

「

宇
宙

の
修

繕

者

キ
リ

ス

ト
が

そ

の

一

つ

一

つ

に
苦

労

し

て

い

ら
れ

る

と
思

う
と

、
天

父

の
設

計

の
有

難

い

こ

と

に

頭

が
下

る

。
宇

宙

の
修

繕

だ
け

で

な
く

、

宇

宙

進

化

の
段

取

り

も

、

神

の
子

が
す

る

の

だ
と

思

え

ば
容
易
で
は
な
い
」
（
『
続
・
空
の
鳥
に
養
わ
れ
て
』
全
集
2
4
、
五
四
〇
頁
）
。

賀
川
豊
彦
こ
そ
は
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
に
比
す
べ
き
、
現
代

日

本

の

宇
宙

的

宗
教

思

想

家

の
ひ

と

り

と

考

え

ら

れ

る

の
で

あ

る

。

テ
ィ
ヤ
ー
ル
の
引
用
は
『
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
著
作
集
全
1
0
巻
』
み



す

ず

書

房

、

賀

川

の

引

用

は

『

賀

川

豊

彦

全

集

全
2
4

巻

』

キ

リ

ス

ト

新

聞

社

に

よ

る

。

（
１
）
　
拙
稿
『
宇
宙
意
識
の
宗
教
性
―
ピ
エ
ー
ル
・
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ

ン
と
賀
川
豊
彦
―
』
「
声
」
一
九
七
〇
年
一
月
、
Ｒ
・
Ｈ
・
ド
ラ
モ
ン
ド
博
士

に

よ

る

英

訳

は

Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｒ

ｅ

ｌ
ｉ
ｇ

ｉ
ｏ
ｕ

ｓ

　
Ａ

ｓ
ｐ

ｅ
ｃ
ｔ
ｓ

　
ｏ

ｆ

　
Ｃ

ｏ
ｓ
ｍ

ｉ
ｃ

　

Ｃ
ｏ

ｎ

ｓ
ｃ
ｉ
ｏ
ｕ

ｓ
ｎ

ｅ
ｓ
ｓ
-
Ａ

Ｃ

ｏ
ｍ

ｐ

ａ
ｒ

ｉ
ｓ
ｏ
ｎ

　
ｏ

ｆ

　
Ｐ

ｉｅ
ｒ

ｒ

ｅ

　
Ｔ

ｅ

ｉ
ｌ
ｈ
ａ
ｒ

ｄ

　
ｄ
ｅ

　

Ｃ

ｈ
ａ

ｒ

ｄ
ｉ
ｎ

　
ａ

ｎ

ｄ

　

Ｔ

ｏ
ｙ

ｏ
ｈ

ｉ
ｋ
ｏ

　
Ｋ

ａ
-

ｇ
ａ

ｗ

ａ

，
　

Ｃ

ｈ
ｒ

ｉｓ

ｔ
ｉ
ａ
ｎ

　
Ｃ

ｅ
ｎ

ｔ
ｕ

ｒ
ｙ

，
　
Ｄ

ｅ
ｃ
.
　
２
３
.
　
１

９
７
０

，
　
Ｃ

ｈ

ｉ
ｃ
ａ

ｇ

ｏ

，

参

照

。

最
近
の
も
の
と
し
て
は
、
『
宇
宙
感
覚
の
宗
教
性
―
ピ
エ
ー
ル
・
テ
ィ
ヤ
ー

ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
と
賀
川
豊
彦
の
宗
教
思
想
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
試
論

１

、

２

』

ノ

ー

ト

ル

ダ

ム

清

心

女

子

大

学

紀

要

文

化

学

編

第

九

巻

第

一

号

及

び

第
十
巻
第
一
号
、
二
九
八
五
―
一
九
八
六
参
照
。

（
２
）
　
Ｃ
・
キ
ュ
エ
ノ
の
著
作
以
外
、
テ
ィ
ヤ
ー
ル
の
宇
宙
的
宗
教
思
想
の
理
解
の

た

め

に

次

の

も

の

が

有

益

で

あ

る

。

E
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
　
Ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
ａ
ｕ
，
Ｌ
ａ
　
ｐ
ｅ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
　
ｄ
ｕ
　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｔ
ｅ
ｉ
ｌ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
，
　
Ｅ
ｄ
ｉ
-

ｔ

ｉｏ

ｎ
ｓ

　
ｄ
ｕ

　
Ｓ

ｅ
ｕ

ｉ
ｌ
，
　
Ｐ

ａ
ｒ

ｉ
ｓ

，
　
１
９

６
５

．

Ｈ
ｅ
ｎ
ｒ
ｉ
　
ｄ
ｅ
 
Ｌ
ｕ
ｂ
ａ
ｃ
，
　
ｓ
.
ｊ
．
，
Ｌ
ａ
　
ｐ
ｅ
ｎ
ｓ
e
e
　
ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
　
ｄ
ｕ
　
Ｐ
ｄ
ｒ
ｅ
　
Ｔ
ｅ
ｉ
ｌ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ

ｄ
ｅ

　
Ｃ

ｈ
ａ
ｒ

ｄ

ｉ
ｎ

，
　
Ａ

ｕ

ｂ

ｉ
ｅ
ｒ

，
　
１
９

６
２

．

Ｎ
・
ウ
ィ
ル
デ
ィ
ー
ル
ス
、
美
田
稔
訳
『
科
学
と
信
仰
・
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・

ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
』
第
三
文
明
社
。
一
九
八
一
年
。

（

３

）
　

拙

稿

『

聖

ト

マ

ス

・

ア

ク

ィ

ナ

ス

に

お

け

る

魂

の

不

滅

と

永

生

に

つ

い

て

』

サ
ピ
エ
ン
チ
ア
ー
英
知
大
学
論
叢
第
1
6
号
、
昭
和
五
七
年
、
三
四
―
四
四
頁
参

照

。

（

４

）
　

賀

川

は

「

自

然

詩

人

」

で

あ

る

よ

り

も

、

む

し

ろ

「

生

活

詩

人

」

で

あ

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

る

。

武

藤

富

男

、

解

説

、

全

集
2
0

、

四

五

三

－

四

五

四

頁

参

照

。

（

５

）
　

賀

川

は

水

の

持

つ

「

合

目

的

性

」

に

注

目

し

Ｌ

・

ヘ

ン

ダ

ー

ソ

ン

の

『

自

然

環

境

の

適

合

性

』

梶

原

三

郎

訳

を

高

く

評

価

し

、

ま

た

、

岩

石

の

持

つ

「

合

目

的

性

」

に

関

心

を

示

し

、

ｗ

・

Ｊ

・

ヴ

ェ

ル

ナ

ド

ス

キ

ー

の

『

地

球

化

学

』

を

高

く

評

価

し

た

。

彼

の

岩

石

へ

の

特

別

の

関

心

は

合

目

的

性

の

た

め

で

あ

っ

た

と
考
え
ら
れ
る
。
『
宇
宙
の
目
的
』
全
集
1
3
、
三
四
一
―
三
五
七
頁
参
照
。

（
６
）
　
昭
和
三
四
年
十
二
月
、
賀
川

を
病
床
に
見
舞
っ
た
日
野
原

重
明
氏
は
賀
川
の

書
斎
に
、

オ
ス
ラ

ー
『
内
科
書

』
改
訂
版
1
6版
一

九
四
七
年

（
昭
和
二
二
年
）

を
見
つ
け
驚
い

た
こ
と
、
賀
川

か
ら
こ
の
本
に
署
名
し
て
贈
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
こ
の
本

は
貴
重
な
書
物
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
は
日
本
の
ど
の
医
学
図

書
館
に
も
な
か
っ

た
本
を
賀
川

が
所
有
し
読
ん
で
い
た
こ
と
に
ふ
れ
、
賀
川
を

科
学
者
と
呼

ん
で
い

る
。
日
野
原

重
明
『
死
を
ど
う
生
き
た
か
　

私
の
心
に
残

る
人
び
と
』
中
公
新
書
6
8
6
、
昭
和
五
八
年
、
八
七
―
九
七
頁
参
照
。

（
７
）
　
拙
稿
『
宇
宙
の
目
的
理
解
の
た
め
に
』
賀
川
豊
彦
研
究
、
第
1
1
号
、
第
1
2
号
、

第
1
3号
、
一

九
八
七
年
参
照
。

（
８
）
　
賀
川
は
生
涯

の
課
題
と
し
て
「
宇
宙
悪
と
そ
の
救
済
」
を
追
求
し
、
偶
然
は

変
転
の
ず
れ
で
、
悪
の
存
在
の
必
然
性
を
認

め
る
と
同
時
に
、
宇
宙
に
目
的
を

認

め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
救
済
、
す
な
わ
ち
「
修
繕
」
の
原
理
を
主
張
し

た
。
そ
れ
故
、
す
べ
て
の
人
に
人

生
の
や
り
直
し
の
出
来
る
こ
と
が
彼
の
福
音

理
解
で
あ

る
。
イ

エ
ス
は
宇
宙

の
修
繕
者
、
宇
宙
進
化
の
顕
現
で
あ
る
。
賀
川

は
修
繕
の
原
理

を
人
体
に
お
け
る
白
血
球
の
役
割
に
た
と
え
た
。

「
宇
宙
の
法
則
中
に
…
…
一
つ
の

補
償
作
用

が

あ

る
。
宇
宙
意
志
の
裡
に

…
…
苦
痛

を
癒
さ

ん
と
す
る
法
則
が
実
在
す

る
（
『
イ
エ
ス
の
宗
教
と

そ

の

真
理

』
全

集
１
、
一
九
一
頁
）
。

「
宇
宙

に
大

き
な
秘
密
が
あ
る
。
私
が
弱
者
貧
民
の

た
め
に
生
命
を
棄
て

る

其
中
に
私
は
一
つ
の
宗
教
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
十
字
架
の
精
神
―
―
。

…
…
即

ち
イ
エ
ス
は
単
に
宇
宙
悪
に
対
し
て
の
挑
戦
者
で
あ
っ
た
の
み
で
な

く
し
て

、
苦
し
め
る
者
は
繃
帯
し
、
痛

め
る
者
を
癒
す
人
格
的
白
血
球
運
動

者
と
し
て
自

ら
の
使
命
を
自
覚
せ
ら
れ

た
の

で

あ
っ
た
」
（
前
掲
書
、
一
九

二
頁
）
。

賀
川

の
社
会
活

動
も
す
べ
て
彼
の
進
化
論
的
宙
宇
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
彼
の

福
音
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
き
し
・
ひ
で
し
、
神
学
、
英
知
大
学
教
授
）
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